
瀬
戸
内
海
に
映
え
る
光
も
、
冬
の
豊
か

さ
を
育
む
実
り
の
色
に
変
わ
る
時
候
に
な

り
ま
し
た
。

本
日
は
平
成
18
年
第
４
回
の
定
例
議
会

を
招
集
い
た
し
ま
し
た
と
こ
ろ
、
全
員
の

出
席
を
い
た
だ
き
ま
し
て
誠
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

さ
て
、
９
月
定
例
議
会
後
に
は
上
島
町

各
地
に
お
い
て
活
力
と
特
色
溢
れ
る
秋
祭

り
や
文
化
祭
が
開
催
さ
れ
、
私
も
情
緒
豊

か
で
精
神
性
を
尊
ぶ
風
土
を
体
感
し
、
改

め
て
上
島
町
の
底
力
と
未
来
へ
の
可
能
性

を
確
信
い
た
し
ま
し
た
。

10
月
27
日
に
は
、
サ
ッ
カ
ー
Ｊ
２
の

愛
媛
Ｆ
Ｃ
の
マ
ッ
チ
タ
ウ
ン
と
し
て
上
島

町
が
応
援
に
駆
け
つ
け
、
試
合
会
場
周
辺

で
地
元
特
産
品
の
販
売
と
、
ピ
ッ
チ
前
で

島
本
陣
岩
城
太
鼓
・
弓
削
六
鼓
人
が
所
属

す
る
し
ま
な
み
海
道
太
鼓
衆
「
海
響
」
が

力
強
く
優
雅
で
感
動
的
な
演
奏
を
行
い
ま

し
た
。
想
像
以
上
の
迫
力
と
そ
の
美
し
さ

は
愛
媛
県
の
お
客
さ
ん
と
ヴ
ィ
ッ
セ
ル
神

戸
の
サ
ポ
ー
タ
ー
に
上
島
町
の
存
在
を
大

い
に
ア
ピ
ー
ル
し
、
そ
の
後
の
報
道
等
の

扱
い
に
お
い
て
も
価
値
あ
る
イ
ベ
ン
ト
で

あ
っ
た
と
考
え
て
い
ま
す
。

10
月
31
日
に
は
西
条
地
方
局
に
お
い

て
「
え
ひ
め
ト
ッ
プ
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
」
が

開
催
さ
れ
、
県
政
か
ら
の
重
要
課
題
が
２

点
、
愛
媛
Ｆ
Ｃ
へ
の
出
資
御
礼
並
び
に
プ

ロ
ス
ポ
ー
ツ
を
活
用
し
た
地
域
振
興
と
県

民
気
運
の
盛
り
上
げ
に
つ
い
て
、
地
域
か

ら
の
課
題
が
１
点
取
り
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

県
政
か
ら
の
重
要
課
題
の
一
番
目
と
し

て
、

①
地
域
防
災
力
の
向
上
に
つ
い
て

は
、
県
か
ら
自
主
防
災
の
重
要
性
と
消
防

の
広
域
化
に
つ
い
て
の
提
案
で
し
た
が
、

上
島
町
と
し
て
消
防
の
広
域
化
は
、

◎
「
新
町
建
設
計
画
」
に
謳
わ
れ
て
い
る

様
に
「
現
状
の
救
急
サ
ー
ビ
ス
水
準
の

確
保
と
効
率
的
な
運
用
が
可
能
で
あ
る

な
ら
、
広
域
化
に
向
け
て
取
り
組
む
」

と
い
う
方
向
に
変
わ
り
が
な
い
こ
と
。

◎
消
防
組
織
法
に
基
づ
く
「
市
町
村
の
消

防
の
広
域
化
に
関
す
る
基
本
方
針
」
の

中
に
市
町
村
の
消
防
の
広
域
化
の
規
模

は
お
お
む
ね
30
万
人
以
上
の
規
模
を
１

つ
の
目
標
と
す
る
こ
と
が
適
当
で
あ
る
。

た
だ
し
交
通
事
情
、
島
し
ょ
部
な
ど
の

地
理
的
条
件
、
地
域
の
歴
史
、
日
常
生

活
圏
、
人
口
減
少
な
ど
の
人
口
動
態
等
、

十
分
な
考
慮
が
必
要
で
あ
る
（
一
部
略
）

と
明
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

◎
救
急
患
者
の
９
割
以
上
を
広
島
側
に
搬

送
し
て
い
る
こ
と
。

◎
上
島
町
は
す
で
に
消
防
庁
舎
や
救
急
艇

な
ど
設
備
が
整
っ
て
い
る
こ
と
。

◎
広
域
化
に
賛
同
で
き
な
い
と
す
る
市
町

村
に
対
し
て
、
そ
の
こ
と
を
理
由
と
し

て
地
方
交
付
税
や
国
庫
補
助
金
に
お
い

て
不
利
な
扱
い
を
す
る
こ
と
は
な
い
と

の
国
会
答
弁
が
あ
る
こ
と
。

な
ど
の
理
由
に
よ
り
現
在
の
上
島
町
に
は

何
ら
メ
リ
ッ
ト
が
な
い
た
め
、
今
後
の
協

議
会
に
お
い
て
も
上
島
町
に
対
し
十
分
な

配
慮
が
な
さ
れ
る
よ
う
要
望
を
い
た
し
ま

し
た
。

２
番
目
の
課
題
と
し
て
、

②
愛
媛
農
林
水
産
物
の
ブ
ラ
ン
ド
化
に
つ

い
て

は
、「
え
ひ
め
農
林
水
産
物
等
の
ブ
ラ
ン

ド
戦
略
基
本
方
針
」
に
沿
っ
て
、
上
島
町

の
特
産
品
の
販
売
拡
大
活
動
を
展
開
す
る

こ
と
と
い
た
し
ま
し
た
。

地
域
か
ら
の
課
題
と
し
て
の

①
時
代
に
応
じ
た
産
業
活
性
化
策
に
つ
い

て
は
、
上
島
町
企
画
情
報
課
が
ま
と
め
、
県

に
示
し
た
提
案
が
採
用
さ
れ
た
議
題
で
あ

り
、
職
員
の
企
画
能
力
に
限
り
な
い
潜
在

能
力
を
再
認
識
す
る
と
共
に
、
時
代
に
即

し
た
地
域
経
済
を
支
え
る
地
場
産
業
の
振

興
策
が
今
後
の
上
島
町
に
と
っ
て
最
も
重

要
で
、
知
事
か
ら
も
協
力
す
る
と
の
回
答

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

11
月
か
ら
12
月
に
か
け
て
、
19
年
度

の
重
要
施
策
の
議
決
や
予
算
獲
得
の
た
め
、

上
京
し
、
政
府
や
国
会
議
員
あ
る
い
は
各

省
庁
に
対
し
て
決
議
や
予
算
案
を
携
え
て
、

要
望
活
動
を
行
い
ま
し
た
。
具
体
的
な
内

容
に
つ
い
て
は
来
年
度
予
算
や
施
策
計
画

に
生
か
す
た
め
、
全
て
の
職
員
に
要
約
文

書
と
資
料
を
添
え
て
報
告
し
て
お
り
ま
す

の
で
、
詳
し
い
情
報
が
必
要
な
方
は
最
寄

り
の
職
員
に
聞
い
て
い
た
だ
き
た
い
と
思

っ
て
お
り
ま
す
。

そ
の
中
で
11
月
１
日
と
29
日
に
は
、
平

成
19
年
度
離
島
振
興
関
係
予
算
要
望
運
動

を
行
う
た
め
、
離
島
振
興
対
策
協
議
会
と

共
に
全
国
離
島
振
興
協
議
会
の
会
議
を
全

国
町
村
会
館
に
お
い
て
開
催
い
た
し
ま
し

た
。両

日
と
も
会
議
後
陳
情
活
動
を
行
い
、

29
日
に
は
15
班
に
分
か
れ
、
私
も
６
班

の
班
長
と
し
て
経
済
産
業
省
に
対
し
予
算

要
望
書
と
税
制
改
革
要
望
書
を
提
出
い
た

し
ま
し
た
。

予
算
の
要
望
は
、

一．

離
島
振
興
関
係
公
共
事
業
費
（
国
土

交
通
省
所
管
）

一．

離
島
体
験
滞
在
交
流
促
進
事
業
費
、

離
島
振
興
対
策
調
査
費
（
国
土
交
通
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平
成
18
年
上
島
町
議
会
第
４
回
定
例

会
が
12
月
18
日
に
招
集
さ
れ
、「
上
島

町
長
期
継
続
契
約
に
関
す
る
条
例
」
な

ど
16
議
案
が
審
議
さ
れ
、
可
決
さ
れ
ま

し
た
。

こ
の
日
の
本
会
議
で
は
、
は
じ
め
に

上
村
町
長
か
ら
諸
般
の
行
政
報
告
が
あ

り
、
一
般
質
問
の
後
、
16
議
案
が
審
議

さ
れ
、
第
４
回
定
例
会
は
閉
会
し
ま
し

た
。な

お
、
上
村
町
長
の
諸
般
の
行
政
報

告
及
び
各
議
案
の
主
な
内
容
、
議
決
結

果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

議会の
うごき

上
島
町
議
会

平
成
18
年

第
4
回
定
例
会

上
村
町
長

諸
般
の
行
政
報
告
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省
所
管
）

一．

離
島
航
路
関
係
補
助
金
、
離
島
航
路

船
舶
建
造
財
政
投
融
資
（
国
土
交
通

省
所
管
）

一．

離
島
漁
業
再
生
支
援
交
付
金
（
農
林

水
産
省
所
管
）

一．

辺
地
対
策
事
業
債
及
び
過
疎
対
策
事

業
債
（
総
務
省
所
管
）

一．

公
立
学
校
施
設
整
備
費
補
助
金
（
文

部
科
学
省
所
管
）

一．

文
化
振
興
関
係
予
算
（
文
化
庁
所
管
）

一．

へ
き
地
保
健
医
療
対
策
費
（
厚
生
労

働
省
所
管
）

な
ど
、
多
岐
に
亘
り
19
項
目
あ
り
ま
す
。

11
月
29
日
に
は
、
全
国
町
村
長
大
会

が
安
倍
総
理
大
臣
・
河
野
衆
議
院
議
長
な

ど
の
来
賓
を
迎
え
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ホ
ー
ル
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
安
倍
総
理
の
挨
拶
の
中

に
「
地
方
の
活
力
な
く
し
て
国
の
活
力
は

な
い
。
地
方
分
権
を
推
進
す
る
た
め
、
分

権
法
を
今
国
会
で
成
立
さ
せ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
美
し
い
国
づ
く
り
の
た
め
に
は
、

地
方
の
美
し
い
た
た
ず
ま
い
が
必
要
で
あ

り
、
地
方
の
た
め
に
新
た
な
交
付
税
措
置

『
頑
張
る
地
域
応
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
』
を
新

設
し
た
。
地
方
の
や
る
気
を
応
援
す
る
。

し
っ
か
り
と
地
方
を
応
援
す
る
こ
と
を
約

束
す
る
」
と
い
う
言
葉
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
言
葉
は
、
地
方
を
支
援
す
る
と
い
う

意
味
と
同
時
に
、
施
策
提
案
を
行
わ
な
い

や
る
気
の
な
い
地
方
は
置
い
て
行
き
ま
す

よ
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
も
あ
り
、
上
島

町
は
取
り
残
さ
れ
な
い
よ
う
な
素
早
い
情

報
収
集
と
勤
勉
な
対
応
が
必
要
で
す
。

私
は
以
前
か
ら
役
場
職
員
に
対
し
「
三

位
一
体
改
革
に
よ
り
、
受
益
と
負
担
の
関

係
を
明
確
化
し
、
地
方
が
自
ら
の
支
出
を

自
ら
の
権
限
、
責
任
、
財
源
で
ま
か
な
う

割
合
が
増
加
す
る
方
向
で
進
む
よ
う
に
な

る
の
と
同
時
に
、
行
政
の
企
画
能
力
に
よ

り
今
以
上
の
予
算
が
獲
得
で
き
る
環
境
が

整
い
つ
つ
あ
り
ま
す
。
補
助
金
や
交
付
金

に
つ
い
て
も
、
今
後
は
地
方
の
や
り
た
い

こ
と
が
や
れ
る
よ
う
に
な
る
、
逆
に
言
え

ば
こ
れ
か
ら
い
か
に
各
地
方
の
実
情
に
合

っ
た
事
業
を
計
画
す
る
か
と
い
っ
た
知
恵

が
試
さ
れ
て
い
ま
す
。」
と
機
会
あ
る
ご

と
に
伝
え
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
安
倍
政

権
に
な
り
、
い
よ
い
よ
自
主
自
立
の
構
想

は
現
実
の
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

全
国
町
村
長
大
会
で
の
要
望
事
項
は
41

点
あ
り
決
議
も
９
項
目
あ
り
ま
す
の
で
こ

の
場
で
は
省
略
い
た
し
ま
す
。

11
月
30
日
に
は
、
午
前
８
時
よ
り
国

保
制
度
強
化
に
関
す
る
陳
情
を
行
い
、
水

産
業
振
興
漁
村
活
性
化
推
進
大
会
定
期
総

会
に
出
席
、
午
後
か
ら
九
段
会
館
に
お
い

て
開
催
さ
れ
た
全
国
過
疎
地
域
自
立
促
進

連
盟
第
37
回
定
期
総
会
で
は
、
平
成
19

年
度
過
疎
対
策
関
係
政
府
予
算
・
施
策
に

関
す
る
決
議
と
し
て
、

①
過
疎
地
域
に
光
を
当
て
る
地
方
分
権
改

革
②
過
疎
対
策
事
業
債
の
所
要
額
の
確
保

③
森
林
の
整
備
等
国
土
保
全
施
策
の
充
実

強
化

④
医
師
の
確
保
対
策
の
推
進

⑤
高
規
格
幹
線
道
路
網
の
整
備
促
進
等

が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
上
島
町
独
自
の
要
望
活
動
と

し
て
田
窪
議
長
と
新
川
副
議
長
に
も
同
行

を
い
た
だ
き
、
郵
政
公
社
に
お
い
て
10
月

16
日
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
岩
城
地
区
無
集

配
局
制
度
の
問
題
点
是
正
に
つ
い
て
、
具

体
的
資
料
と
「
郵
便
業
務
再
編
に
係
る
サ

ー
ビ
ス
の
維
持
に
つ
い
て
」
の
要
望
書
と

共
に
協
議
を
行
い
、
文
部
科
学
省
に
は
愛

媛
県
の
へ
き
地
に
赴
任
し
て
い
る
教
職
員

待
遇
改
善
を
目
的
に
「
へ
き
地
手
当
て
の

見
直
し
に
つ
い
て
」
の
要
望
書
を
提
出
い

た
し
ま
し
た
。
ま
た
、
愛
媛
県
選
出
の
国

会
議
員
全
て
に
そ
の
２
項
目
と
共
に
、
８

月
に
議
会
が
提
出
し
た
「
要
望
４
項
目
に

つ
い
て
」
改
め
て
陳
情
活
動
を
行
い
ま
し

た
。こ

の
場
を
お
借
り
し
て
議
会
側
の
ご
協

力
に
重
ね
て
御
礼
を
申
し
上
げ
た
い
と
思

い
ま
す
。

12
月
１
日
に
は
、
道
路
整
備
の
促
進
を

求
め
る
全
国
大
会
が
冬
柴
鐵
三
国
土
交
通

大
臣
な
ど
の
来
賓
を
迎
え
日
比
谷
公
会
堂

で
開
催
さ
れ
、
決
議
が
議
決
さ
れ
た
後
、

各
関
係
省
庁
な
ら
び
に
国
会
議
員
に
対
し

要
望
活
動
を
実
施
い
た
し
ま
し
た
。
決
議

の
内
容
は
、

一．

受
益
者
負
担
と
い
う
制
度
趣
旨
に
則

り
道
路
整
備
を
推
進
す
る
た
め
、
道

路
特
定
財
源
は
す
べ
て
道
路
整
備
に

充
当
す
る
こ
と
。

一．

平
成
19
年
度
予
算
に
お
い
て
は
、
国

際
競
争
力
の
強
化
、
地
域
の
自
立
と

競
争
力
強
化
、
安
全
・
安
心
の
確
保
、

豊
か
な
生
活
環
境
の
創
造
な
ど
喫
緊

の
課
題
に
対
応
す
る
た
め
、
所
要
の

道
路
整
備
費
を
確
保
す
る
こ
と
。

一．

持
続
的
か
つ
安
定
し
た
経
済
成
長
を

確
保
す
る
た
め
、
国
土
の
根
幹
的
な

社
会
資
本
で
あ
る
高
速
自
動
車
国
道

に
つ
い
て
は
、
必
要
な
道
路
を
着
実

に
整
備
す
る
と
共
に
、
多
様
で
弾
力

的
な
料
金
設
定
を
行
う
な
ど
、
利
用

者
の
利
便
性
向
上
に
努
め
る
こ
と
。

で
あ
り
ま
す
。

現
在
、
道
路
特
定
財
源
の
扱
い
に
つ
い

て
は
政
府
と
与
党
の
調
整
を
経
て
閣
議
決

定
さ
れ
ま
し
た
が
、
昨
年
末
に
も
申
し
上

げ
た
よ
う
に
、「
す
で
に
道
路
は
整
備
が

完
了
し
て
お
り
財
源
が
余
っ
て
い
る
」
と

い
う
考
え
方
は
、
地
方
の
事
情
を
知
ら
な

い
中
央
の
偏
見
で
あ
り
、
減
税
で
貴
重
な

財
源
を
手
放
し
た
く
は
な
い
本
音
を
含
め

て
、
道
路
特
定
財
源
の
全
額
一
般
財
源
化

案
は
大
き
な
矛
盾
を
含
ん
で
い
る
と
言
わ

ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。

地
方
分
権
改
革
推
進
化
法
も
成
立
い
た

し
ま
し
た
が
、
上
島
町
も
そ
の
法
案
に
応

え
る
べ
き
準
備
を
整
え
、
堂
々
と
県
や
国

に
対
し
て
意
見
が
言
え
る
気
構
え
が
必
要

で
す
。

私
も
、
厳
し
い
財
政
の
中
で
は
あ
り
ま

す
が
、「
人
が
恐
れ
る
べ
き
こ
と
と
、
恐

れ
る
べ
き
で
な
い
こ
と
の
区
別
こ
そ
勇
気

で
あ
る
」
と
い
う
定
義
を
行
財
政
運
営
の

指
針
と
し
、「
日
本
を
愛
し
郷
土
を
愛
す
、

愛
し
て
い
れ
ば
い
る
ほ
ど
、
人
間
と
し
て
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魅
力
的
で
信
用
で
き
る
。」
と
い
う
言
葉

を
「
人
」
と
し
て
の
座
標
と
し
て
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
議
会

を
は
じ
め
町
民
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

条

例

議

案

各
議
案
の
主
な
内
容

及
び
議
決
結
果

■
上
島
町
長
期
継
続
契
約
に
関
す
る
条
例

長
期
継
続
契
約
に
関
す
る
事
務
の
円
滑

化
を
図
る
た
め
、
関
係
条
例
を
整
備
し
た

も
の
。

―
原
案
可
決
―

■
上
島
町
行
政
財
産
の
使
用
料
徴
収
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

行
政
財
産
使
用
料
の
統
合
を
図
る
た
め
、

関
係
規
定
を
整
備
し
た
も
の
。

―
原
案
可
決
―

■
上
島
町
弓
削
高
齢
者
生
活
福
祉
セ
ン
タ

ー
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

介
護
保
険
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法

律
（
平
成
17
年
法
律
第
77
号
）
の
施
行

に
伴
い
、
関
係
規
定
を
整
備
し
た
も
の
。

―
原
案
可
決
―

補
正
予
算
議
案

■
平
成
18
年
度
上
島
町
一
般
会
計
・
特
別

会
計
（
４
会
計
）
補
正
予
算
《
５
議
案
》

■
一
般
会
計

【
補
正
額
】
２
億
３
３
０
０
万
円

【
総
　
額
】
７
０
億
３
０
０
万
円

■
特
別
会
計
（
４
会
計
）

―
原
案
可
決
―

そ

の

他

議

案

■
愛
媛
県
市
町
総
合
事
務
組
合
規
約
の
一

部
変
更
に
つ
い
て

愛
媛
県
市
町
総
合
事
務
組
合
規
約
の
一

部
を
改
正
す
る
規
約
を
定
め
た
も
の
。

―
原
案
可
決
―

■
愛
媛
地
方
税
滞
納
整
理
機
構
規
約
の
一

部
変
更
に
つ
い
て

愛
媛
地
方
税
滞
納
整
理
機
構
規
約
の
一

部
を
改
正
す
る
規
約
を
定
め
た
も
の
。

―
原
案
可
決
―

■
愛
媛
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
の

設
立
に
つ
い
て

地
方
自
治
法
第
２
８
４
条
第
３
項
の
規

定
に
よ
り
、
愛
媛
県
内
全
市
町
に
お
い
て

後
期
高
齢
者
医
療
に
関
す
る
事
務
等
を
処

理
す
る
た
め
、
規
約
を
定
め
、
愛
媛
県
後

期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
を
設
立
す
る
に

あ
た
り
、
同
法
第
２
９
１
条
の
11
の
規
定

に
よ
り
議
会
の
議
決
を
要
し
た
も
の
。

―
原
案
可
決
―

■
上
島
町
道
路
線
の
認
定
に
つ
い
て

生
名
橋
建
設
に
あ
た
り
、
道
路
法
第
８

条
第
１
項
の
規
定
に
よ
り
、
生
名
橋
へ
の

自
転
車
歩
行
者
用
道
路
と
し
て
認
定
を
行

う
も
の
。

【
路
線
番
号
】
１
３
１
８

【
路
線
名
】
早
崎
線

【
起
点
】
上
島
町
弓
削
佐
島
124
番
１
地
先

【
終
点
】
上
島
町
弓
削
佐
島
124
番
２
地
先

―
可
　
　
決
―

■
上
島
町
総
合
計
画
の
策
定
に
つ
い
て

上
島
町
総
合
計
画
の
策
定
に
あ
た
り
、

地
方
自
治
法
（
昭
和
22
年
法
律
第
67
号
）

第
２
条
第
４
項
の
規
定
に
よ
り
、
議
会
の

議
決
を
経
る
必
要
が
生
じ
た
も
の
。

―
可
　
　
決
―

■
上
島
町
消
防
庁
舎
建
設
工
事
請
負
契
約

の
一
部
変
更
に
つ
い
て

平
成
18
年
７
月
12
日
、
議
会
の
議
決

を
得
て
契
約
を
締
結
し
た
上
島
町
消
防
庁

舎
建
設
工
事
の
施
工
上
、
設
計
の
一
部
を

変
更
し
て
実
施
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
、

請
負
契
約
の
一
部
を
変
更
し
た
も
の
。

【
変
更
内
容
】

契
約
金
額

●
変
更
前
　
３
億
３
９
２
５
万
５
千
円

●
変
更
後
　
３
億
４
６
３
２
万
２
千
円

―
可
　
　
決
―

■
物
品
売
買
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

●
上
島
町
消
防
庁
舎
備
品
購
入
事
業

【
契
約
方
法
】
指
名
競
争
入
札

【
契
約
金
額
】
１
３
４
６
万
４
１
５
０
円

【
契
約
の
相
手
方
】

越
智
郡
上
島
町
弓
削
下
弓
削
２
６
０
番
地

か
ど
や
　
代
表
者
　
中
林
運
雄

―
可
　
　
決
―

■
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

●
平
成
18
年
度
篠
塚
漁
港
地
域
水
産
物
供

給
基
盤
整
備
工
事
（
分
割
の
２
）

【
契
約
方
法
】
指
名
競
争
入
札

【
契
約
金
額
】
７
７
７
０
万
円

【
契
約
の
相
手
方
】

越
智
郡
上
島
町
弓
削
鎌
田
２
３
７
番
地

有
限
会
社
小
川
工
務
店

代
表
取
締
役
　
小
川
俊
治

―
可
　
　
決
―

4500万円

11億7580万円

140万円

7190万円

190万円

7640万円

790万円

2億3750万円

国民健康
保　　険

ＣＡＴＶ

介　　護
サービス

船　　舶

補正額

総　額

補正額

総　額

補正額

総　額

補正額

総　額

契

約

議

案




